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王子税務署納税表彰式

令和元年11月13日（水）　於：北とぴあ 飛鳥ホール

令和元年度
王子税務署納税表彰式 受彰者決まる

菊薫る佳き日に、北とぴあ飛鳥ホールにおいて、王子税務署主催の納税表彰式が開催され、
王子税務署有賀署長より受彰者各位に厳粛のうちにも親しみをこめて賞状が授与されました。

納税道義の昂揚や税務行政に多大な貢献をなされた方々の永年の功績が評価されて、名誉ある受彰となったものです。
引き続き、北区税務団体協議会長表彰が行われ、狩野税団協会長より受彰者の皆様へ賞状が授与されました。

受彰者の皆様に心よりお祝い申し上げ、ここにご紹介いたします。

王 子 税 務 署 長 感 謝 状 北区税務団体協議会長表彰王 子 税 務 署 長 表 彰 状

清 水  陽 一 副会長

岡 﨑 　 祥 子 参　与

水 戸  数 美 理　事

山 田 由起子 理　事

石 川  知 子 理　事

新 関  眞 弓 元事務局員

榎 本  公 裕 常任理事

橋 本  修 一 常任理事 

阿 部  敏 子 理　事

斧 田  雅 光 理　事

北 島  秀 浩 理　事

受賞者とお祝いにかけつけた皆様

（ 順 不 同 ）
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「税を考える週間」特別講演会

開演５分前、ステージ上では機器の不具合が起きていた。
リハーサルでは全く問題がなかったのだが、復帰までには１０
分程かかってしまう。「開始を遅らせるかどうか」の判断をし
なければならない。張り詰めた空気の緞帳（どんちょう）の裏
で声が響いた。「私、（機器が復旧するまで話を）延ばします
から、ON（時間どおり）で行きましょう」元気な声に救われた。
スタッフがみな、うなずき、時間どおりの開演を決めたのは、
わずか２０秒前だった。
その人が何気なく髪をかき上げるたびに、私たちはグッと
息を飲んだ。シャンパンベージュの髪が指の間からすり抜け、
肩にゆっくりと落ちてゆく。相手の目を見つめて語る言葉のひ
とつひとつが胸に突き刺さる。ときおり交えるジョークが清涼
剤となり緊張をやわらげてくれる。はなし口調はさわやかで、
わかりやすい言葉が連なり、音符のように次つぎと流れていく。
中学時代は勉強をまったくしないギャルとして青春を謳歌
する毎日。学校から呼び出しを食らう母親の「ああちゃん」
が、どんなことがあっても子供の味方でいることを知ってもら
うチャンスとして、子供の自己肯定感を引き上げる。学校は
teachingの教育だが、運命の出会いをした塾の坪田先生
はcoaching（大切な人を目的の場所まで連れていくとの意
味もあるそう）のプロ。「小さなできる」を積み重ねて「大きな

やる気」に変える。「できる」が
「好きになる」方向へ導かれて
いく。「勉強を教える」ではなく
「能力を引き出す」ことで「自
分で」決めて「自分で」意思を
持ち「自分で」行動に移すこと
ができる。命令文で相手の行
動は変えられない。「勉強しな
さい」から、「私はあなたが勉
強してくれればいいなと思うん

令和元年11月12日（火）　於：北とぴあ つつじホール令和元年度「税を考える週間」特別講演会

だ」と伝える。先輩、上司、経
営者であれば「勉強」からそれ
ぞれの言葉に置き換える。そう、
きっと誰にでもできるはず。
壮大なオーケストラの演奏を
聴いた気分ではいられない。講
演終了後、タイトなスケジュール
のため、決まった電車に送迎し
なければならない。タイムリミット
が迫る中、写真撮影を求めるファ
ンに囲まれてしまう。それでも全員の撮影に快く応じ、丁寧
にサインをして、最後の1人まで笑顔で握手対応する姿があっ
た。すべてにおいて「やればできる」を「できる」に、自身の「経
験」を「感謝」に変えるビリギャルからのメッセージだった。
参加された皆様、関係者、スタッフ各位、誠にありがと
うございました。

講師の小林さやか氏会場風景

花束贈呈

田村会長の挨拶

長谷川委員長の挨拶

「やればできる」を「できる」に変えた
ビリギャルからのメッセージ 小林 さやか氏

ビリギャル
講師

公益事業推進員会 委員長

長谷川 三夫

著書 :～キラッキラの君になるために　ビリギャル真実の物語～
　発行　マガジンハウス
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大人の工場見学

厚生事業
推進委員会 令和元年11月23日（土）　於：筑波山

ロープウェイで筑波女体山をめざす
第 9地区 河村 謙

日帰りバス旅行

11月23日、紅葉の筑波山に向け、42名の満席で三角公園を
出発しました。好天が期待できるこの時期としては幹事泣かせ
の雨天となってしまいました。予科練平和祈念館の見学を先
行し、天候の回復を待つ事にしました。才気あふれた青少年
達のひたむきな努力や心情等の展示が胸を打ち、改めて戦争
の無残さを思いました。筑波ハムで見学・買物をして山麓に向
かいました。中腹にある古民家造りのひたち野で常陸牛の焼
肉を炭火でおいしく頂きました。雨と風の山頂へのロープウェイ
でのアプローチを断念してビール3杯の試飲に挑戦することに
なりました。
アサヒビールの工場ではたくさんの巨大貯蔵タンク群が印
象的で、ビールはやはり水の如く飲むものかと改めて思いまし
た。

降り続く雨の為、試飲会場のタワーからの
眺めも雲にさえぎられ楽しむことが出来ませ
んでした。ビールのうまさは鮮度が一番、グラ
スの清潔さと注ぎ方がおいしさの秘訣である
事も改めて学びました。

車中ではガイドさんの豊富なおみやげ情報もあり、大変参考
になったと思います。珍しい日本酒をいろいろ持参された方より
のお相伴にあずかり、楽しくおいしい親睦もさせて頂きました。
厚生事業推進委員会の皆様が当初の企画を入れ替えたり、
登頂を断念する等大変だったと思います。機転を利かせ、参
加者の皆様を楽しませてくださり、大変ありがとうございました。

ビール工場にて集合写真

炭火焼きで常陸牛をいただきます
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令和2年度税制改正に関する提言
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令和2年度税制改正に関する提言
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 地区ブラ  第18地区

幕末に京都の治安維持にあた
り、尊攘派志士と激しく対立した
新撰組の組長、近藤勇は、戊辰
戦争の最中に流山で捕まり、現在
のJR板橋駅東口（滝野川七丁目）付近にあった刑場で処
刑されました。供養碑も立てられており、見かけた方も多
いのではないでしょうか？
これまで、彼の命日である4月25日に合わせて、地元
商店街の方々がお祭りやパレードを開催してきました。こ
れらの行事を取り仕切ってこられた「滝野川さくら通り商
栄会」副会長の中野様に、広報委員がお話を伺いました。

ーパレードはいつから始まったんですか？
平成14年（2002年）に商店街の余り予算で始めたんです

よ。最初は勝手がわからなかったから、高幡不動の土方歳
三の祭りを見学させてもらってね。大変だったのは警察から
道路使用許可をもらうのと、当日の警備かな。
翌年にはビールケースを土台にしてその上にベニヤ板を載
せた舞台を作りました。ビールケースを借りるときなんか「何に
使うんだ？」と怪しまれましたよ。
3年目の平成16年（2004年）は大河ドラマで新選組が放映

されたのでこちらも欲が出て（笑）、地元の代議士の秘書さん
のツテもあって、井上源三郎役の俳優さんとか大河関係の人
も呼んだり、舞台装置を作ったり。年々規模が大きくなるから
経費がかさむ、だから協賛金集めに苦労しました。

ー特に印象に残ったことはありますか？
パレードは巣鴨から新板橋まで通るんですよ。巣鴨から大
正大学までは問題なかった。けれども、大正大学から新板橋
に向かう途中で役者さんが殺陣を始めちゃってね。見物客へ
のサービスとしてはとてもいいんだけど、後で滝野川警察に謝
りに行く羽目になりました（苦笑）。

ー協賛金集めの他に苦労されたことは？
地元の協力者を集めることでしたね。

中心になって動いてくれる人が3人いれ
ばやりくりできるけど、これまで一緒にやっ
てきた仲間が亡くなってしまって、パレー
ドはここしばらく中断しています。ピーク
時で1,000人ほど動員しましたが。

ー新撰組は根強いファンがいますよね。やはりファンが
多く訪れるのですか？
最近は新撰組も見直されているようで、外から来る人が多

いです。うち6割方は女性です。ゲームや漫画の影響がある
んでしょうね。菩提寺の寿徳寺（滝野川四丁目）にも行くみた
いです。

ーそういえば、だいぶ前ですが函館の五稜郭に行ったと
き、土方歳三のファンらしき若い女性をたくさん見かけま
した。
毎年、全国各地の新撰組ゆかりの地の人とファンが集まっ

て交流する「新撰組サミット」というのがあるんです。そこに参
加したファンがこちらに来ることもあるようです。

最近は、映画やドラマ、アニメなどの舞台となった地にファ
ンを呼びこんでその世界に浸ってもらう、コンテンツ・ツーリズ
ムという観光施策が注目されていますが、新撰組でもいろいろ
なことができそうですね。パレードもぜひ再開されることを願っ
ています。本日はありがとうございました。

近藤勇終焉の地、滝野川

滝野川さくら通り商栄会
副会長 中野様

近藤勇像石碑 近藤勇墓碑

新選組まつりにて パレードでは新選組になりました。

新選組集合!

今も献花が絶えない墓所

広報委員 中平 拓司

第　地区18



—王子法人会に入会したきっかけを教
えてください。　
　地域の会員の方から誘われました。私が
所属している2 地区は、積極的に活動され
ている女性会員が多く、喫茶店などで打ち
合わせをされている様子を見ていたので、
興味を持っていました。他業種の方と交流
することで、視野を広げたいという思いがあ
りましたが、仕事や家庭、子育て……。最
初は、自分の時間を取れるのかが心配でし
た。

—地区での活動内容を教えてください。
　会員増強や会報配りです。現在所属して
いる共益事業推進委員会としても会員増強
を行っていますが、チラシなどを持って活動
内容を説明しています。地域のことをもっと
知りたいですし、地域の活性化につながれ
ばと思っています。そうした活動をする中で、
女性部会の常任幹事会に誘われるようになり
ました。

—女性部会の印象はいかがですか？　
　パワフルな方が多く、この中で自分の意見
を言うのは大変そうだと思いました。最初は
「いるだけで良いですよ」と言われたのです
が、いつまでも「いるだけ」では成長がありま
せんから、いまでは相応の責任を果たせて
いると思います。

私 と 法 人 会 人会について、会員の皆様にインタビューするコーナー【私と法人会】。
入会のきっかけ、入会した感想、実際の活動エピソードなどを掲載し、

既存会員の交流ならびに新たな会員増強のヒントにつなげるための企画です。
法

—女性部会の活動の 1つ「絵はがきコ
ンクール」の優秀作品が、「KITAきつね通
信」今号に掲載されています。
　今回は 1000を超える応募がありました。
どの作品も素晴らしく、その中から優秀作品
を選ぶことは大変でした。

—夏休みの課題にしてもらうため、小
学校を回られていると聞きました。それ
までに応募の詳細を決める必要もあるし、
配布する枚数も把握しなければならない。
大変な労力ですね。
　子供たちには、税金の使い道を考えても
らいたいです。納税意識を高めることは“そ
の先”、納めた税金がどのよう使われるかを
意識することにつながります。「絵はがきコン
クール」が、そのきっかけになれば良いと思っ
ています。

梁島美佐子
女性部会 常任幹事（会計）

Ya n a s h i m a  M i s a k o

第 

10 
回

聞き手
広報委員 渡邉 文重
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女性部会主催 令和元年11月13日（水）
於：北とぴあ13F  飛鳥ホール



税制・税務
委員会

「バズセッション」聞き慣れない方も、おいででしょうが、会議
の進め方の一つです。多人数の会議では個々の意見を聞く時
間に限界があり、又、密度が薄くなってしまう事があります。そ
こで６～７名の小グループに分かれ、自由に討議し、得られた
結果を代表者が発表し、更に全体会議の中で、整合・統一を
はかるというやり方です。

本バズセッションでは、２つのルールを決めさせて戴きました。
１．個々の発言は、意見、要望ですから正解はありません。  

　　 自由に述べて戴くこと。
２．他人の意見を否定しないこと。
　 又、開催に当り、事前に「法人税」より
１．実効税率　２．軽減税率　３．役員給与　４．交際費
「消費税」より
　１．更なる税率アップについて
　２．消費税を増税する以外の財政改善策
　３．低所得者と高所得者のバランス
と、７つのテーマを掲げ、討議の前にも１５分程、補足説明を

させて戴きました。参加者３０名を４テーブルに分け、テーブル
マスターのリードの下、「バズセッション」を始めて戴きました。テー
ブルにより、テーマに温度差があり、時間のかけ方にも違いがご

ざいましたが、一通りすべてのテーマに触れて戴く事ができまし
た。各テーブル共、始めは切り出しづらそうな雰囲気でしたが、
誰か一人が口を開いたとたん、次 と々自由闊達なご意見が飛び
かい、あっという間に４５分が経過したようでした。

その後、書記役をお願いした大同生命の石垣課長、推進
員の方々からテーブルごとの発表がありました。短時間の中で、
意見を集約し発表された能力、「流石、大同さん」との声がそ
こかしこでささやかれ、耳にしたのは小欄だけではなかったよう
でした。今回は時間の関係で全体討論には至りませんでしたが、
戴いたご意見・ご要望を整理し、更に検討を加え、東法連に「税
制要望」として提出する予定でございます。ご協力戴きました、

　　　　王子税務署法人課税第一部門
　　　　　　　　千葉公広上席審理官
　　　　　  　　 同　齊藤篤男審理官
  大同生命保険株式会社 石垣博昭課長
　　　　　　　   内田美喜子推進委員
　　　　　　         安部貴子推進委員
　　　　　   松岡陽子推進委員の皆様
並びに、ご参加戴きました各位に改めて感謝

御礼申し上げ、ご報告とさせていただきます。誠
に有難うございました。

11年ぶりに「税制バズセッション」
開催致しました！

令和元年11月19日（火）　於：北とぴあ 飛鳥ホール
税制バズセッション

担当副会長 飯野 正則
バズセッションの様子

令 和元 年11月7日（木）～8日（金）
於：i i ch iko総合文化センター・ホテル日航 大分オアシスタワー

第33回 法人会 全国青年の集い  岐阜大会レポート

今年の全国大会は我々にとって感慨深い大会であった。
というのも、昨年実施した事業が大分大会のプレゼンテー
ションに東法連第5ブロック代表として、親子租税教室「都
電deきっずたっくす2018」～知ろう我が町の税の施設～　
が選ばれて大分の地で発表することになったからである。
　我々、王子法人会　青年部会の前部会長である橋本氏が
5ブロックを見事にまとめあげて、5ブロックが一丸となっ
て行った事業であるからです。我々部会員も総勢13人で現
部会長である水越氏のプレゼンを応援するため、大分の地
に意気揚々乗り込みました。7日に行われたプレゼンテー
ションは第1番目に登壇してiichiko文化センターでプレゼ
ンが行われました。映像も内容にも工夫が凝らされており、
他地区にも全く引けをとらない内容でした。その夜は５ブ

ロナイトが開催され、前
祝となり、大いに他地区
の方々と大分の夜を楽し
みました。次の日の結果
発表は午後からですので、
別府で有名な地獄温泉巡
りツアーに参加して、多
種多様な温泉を見て回り
ました。午後の結果発表

今大会のスローガン

「湧きあがれ！　未来を動かす熱きパワー」
 ～「豊の国おおいた」からの第1歩～

副部会長 榎本 喜政
では残念ながら賞には入りませんでしたが、他地区の取り
組みなどを見て参考にさせて頂きました。

その後、大懇親会がホテル日航で行われて大分の郷土料
理などを楽しみながら、物まねのエンターテインメントを
楽しみました。次の日は、由布院まで足を延ばして、街を
探索し、いよいよ私個人のお楽しみ企画で「ゆふいんの森
号」という観光電車に乗り
博多へ向かいました。人気
電車のため予約が困難な電
車ですが、全員分確保して
車内で美味しい食事とお酒
を楽しみながらの博多行き
でした。博多に着いてから
は現地解散となり、各自自
由行動となりました。今大
会において、各地で税に対
する取り組みが様々で、各地で工夫
を凝らしているのを見て、我々も切
磋琢磨しなくてはいけないと感じま
した。来年は島根大会ということで
すので、寝台特急「サンライズ出雲」
に乗って行きたいと思います（笑）

懇談会

榎本委員長の挨拶

プレゼンの様子

今大会のスローガン

「湧きあがれ！　未来を動かす熱きパワー」
 ～「豊の国おおいた」からの第1歩～
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第33回 法人会 全国青年の集い  大分大会レポート



公益事業
推進委員会 令和元年10月16日（水）　於：北とぴあ 9F 901会議室

公益セミナーⅠ

公益事業推進委員会担当副会長　矢口 哲也

1312

今期より当委員会の陣容も変わり今年度最初の公益セミナーを開催
したところ、多数の方々にご参加いただき最初に感謝の辞を述べると
ころです。

本年4月より「働き方改革関連法改正」があり、いよいよ来年4月か
らは中小企業にも時間外労働の上限規制が定められることとなり、正
直事業主としては非常に頭が痛く、また、知らないでは済まされない
時代が来ると言っても過言ではないと思います。そこで今回は第13地
区地区長でもある社会保険労務士の石和先生を講師にお迎えして、
我々事業主はどのようなことに留意しながらこの改革を実現していくべ
きなのかということをわかりやすく説明していただきました。

平成7年を分岐点に我が国の労働力人口は逓減基調にある。それ
は少子高齢化の進展による労働力の減少、その結果として労働生産
力の低下を招くこととなる。これらの背景には平成3年からのバブル崩
壊、平成20年のリーマンショック等もあり現状、我が国の経済成長は
停滞期にあると先生は述べる。

その労働生産性を改善することにより、賃金を上昇させることで、
個人所得の拡大・企業の生産性と収益力の向上、その上での我が
国の経済成長を同時に達成させる、これが働き方改革の狙いである。
労働力は「労働の質×労働の量」と述べる。最初に「正社員の生産
性向上」これは労働の質の向上を目指すもので、長時間労働を是正
することで健康で労働力提供を十二分に発揮できる働き方を目指す。
次に「女性・高齢者の労働参加率向上」、これは労働の量の向上を
目指すもので、実際には稼動していない労働力の活用を目指す。最
後に「非正規雇用と正規雇用の格差是正」、これは労働力人口の4
割が非正規雇用という現状を受け、非正規雇用者のモラル向上と賃
金上昇を目指すことで労働の質と量を確保する。

これらのことを達成するには、今までと同じ働き方ではこの改革を実
現することは困難で、我々企業は業務構造全体を改革の制度に沿っ
た形で見直さなければならない。何故なら「人」はコストではなく「大切
な資源」で、そのパフォーマンスを最大限に引き出すことが経営の目
的だと先生は述べる。　

今回の働き方改革関連法の全体像として
1.働き方改革の総合的かつ継続的な推進
  働き方改革に係る基本的考え方を明らかにすると共に、国は改  

　　革を総合的且つ継続的に推進するための基本方針を定める（雇
　　用対策法）

2.長時間労働の是正と多様で柔軟な働き方の実現等
  労働時間に関する制度の見直し（労働基準法）
  勤務間インターバル制度の普及促進等（労働時間等設定改善法）
  産業医・産業保健機能の強化（安全衛生法等）
3.雇用形態に係らない公正な待遇の確保
  不合理な待遇差を解消するための規定の整備
  労働者に対する待遇に関する説明義務の強化（パートタイム労働    

　　法、労働契約法、労働者派遣法）
  行政による履行確保措置及び裁判外紛争解決手続（行政ADR）

　　の整備
以上のことを先生は挙げ、これらに対する法律の改正点等を丁寧

に、また途中ユーモアを交えながらわかり易く説明くださった。筆者も
あっという間の90分であった。

石和先生には今回セミナーの講師をお引き受けいただいたこと、この
場をお借りして改めて御礼を申し上げる次第です。また、このセミナー
が会員企業様の今後の経営の一助になれば幸いと心より願うところで
す。

講師の石和氏

 「働き方改革関連法改正で何が変わるの？」
講師　いしわ社会保険労務士事務所 石和 信人 氏所長

 「働き方改革関連法改正で何が変わるの？」



1312

 王子税務署からのお知らせ  
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北都税事務所／ハローワークからのお知らせ 



テープカットの様子

　「税を考える週間」の 11月11日に王子間税会主催のくらし
と税金展のセレモニーが開催され、法人会から田村会長が参加
致しました。
　間接税の説明、税理士による税務相談等が行われました。

令和元年11月11日（月）　於：赤羽駅東口駅前広場

くらしと税金展

修了証書授与

　8月20日～ 11月14日まで開催された簿記講習会もあっという間に
閉講式を迎えてしまいました。修了証書授与の後、11月17日の簿記
試験に向けて、士気を高めました。参加者の皆さんは頑張った成果を
試験で発揮できたのではないでしょうか。合格お祈りしています。

令和元年11月14日（木）　於：北とぴあ 8階 802会議室

2級簿記講習会閉講式

全員で集合写真

　15地区では去る11月17日に千葉県南房総市方面に研修旅行を実施
しました。当日は快晴であったため行楽車の渋滞に巻き込まれてしまい
ました。しかしながら、参加者の多くは千葉県内の台風被害を目にして、
復興支援の一助にと、土産店ではたくさん買い物をしてくださいました。
お店の方にも喜ばれました。これからも皆様のご参加をお待ちしており
ます。

令和元年11月17日（日）　於：千葉県南房総市

第15地区 研修旅行実施報告

参加者で集合写真

　国税庁では、日ごろから納税者の皆様に租税の意義、役割や税務行政の現状についてより深く理解していただき、
自発的かつ適正に納税義務を履行していただくために、納税意識の向上に向けた取り組みとして、毎年11月11日
～ 11月17日を「税を考える週間」としております。我々の所属する東法連青連協48単位会もその一翼を担い、
今年は、立川、吉祥寺、新宿、品川、新橋、上野、錦糸町の各駅にて税務広報活動を実施致しました。
　王子法人会青年部会からは、私水越と中平、川瀬の両副部会長が参戦。11月12日（火）13：00に錦糸町駅に集合、
第五ブロックのメンバーとともに、法人会PRチラシ1,000部を1時間ほどで配布致しました。
　途中、税の広報大使である女優の佐藤 奈織美さんと東法連青連協会長・副会長にもお手伝いいただきました。
なかなかチラシなどを配布す
る経験もないだけに、難しい
部分もありましたが、そこは
第5 ブロックがワンチームと
なり何とか乗り切りました。
　我々青年部会は、国税庁
の掲げる「納税意識の向上」
を啓蒙するため、これからも
様々な活動に取り組んでまい
ります。

令和元年11月12日（火）　於：錦糸町

東京横断法人会税務広報活動
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本部 • 地区だより



テーマは自由です。
採用された方には

もれなくクオカードを贈呈。

Androidの場合はAndroidマーケットから
PDF読取り用アプリをダウンロードして下
さい。（Adobe Reader 等）

読 者 投 稿 大 歓 迎

右記のQRコードよりアクセス
してキツネ通信をお読みいた
だけます。

スマホでキツネ通信

https://www.oji-hojinkai.
or.jp/kitakitsune/
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インフォメーション／編集後記

野口 京子広報委員会

新年、明けましておめでとうございます。
年が改まりますと清々しい気持ちになりますが、
昨年は天皇陛下のご即位という慶事があり、元号も令和となり
新しい時代になったのだ、と皆様強く感じられたのではないでしょうか？

私も右も左も分からぬまま新たに広報委員のメンバーに入れて頂きましたが
盆踊りや会議を通して今まで知らなかった場所を訪れたり、色々な方のお話を聞け
　たりと素晴らしい発見がありました。

これからも会員の皆様に役立つ情報をお届するべく
広報委員会一同パワーアップしていきます！
今年もよろしくお願いします。

王子法人会ホームページアドレス
https://www.oji-hojinkai.or.jp/

2月1月
9（木） 広報委員会
14（火） 青年部会常任幹事会
15（水） 第1地区研修会「第32回王子落語会」
17（金） 女性部会常任幹事会
21（火） 新春講演会
21（火） 新年賀詞交歓会
23（木） 決算法人説明会
24（金） 新設法人説明会
27（月） 青年部会新春講演会・新年賀詞交歓会

5（水） e-Tax・PC講習会
6（木） 女性部会新年賀詞交歓会
7（金） 決算法人説明会
12（水） 租税教室
12（水） 女性部会常任幹事会
13（木） 王子ブロック講演会
15（土） 第17地区研修旅行
16（日） 第17地区研修旅行
17（月） 総務委員会
18（火） 源泉部会 2月研修会
18（火） 源泉部会新年賀詞交歓会
19（水） 厚生事業推進委員会異業種交流会
25（火） 女性・青年部会合同講演会

新春講演会  新年賀詞交歓会のご案内
日時／令和2年1月21日（火）　場所／北とぴあ  北区王子1‐11‐1

◉新春講演会◉
『言葉にすれば夢は叶う』

◉新年賀詞交歓会◉

講師／女子プロレスラー　藤本つかさ氏　　会場／16階 天覧の間　　時間／16：00~
雪妃　真矢氏

会場／13階 飛鳥ホール　　時間／17：30~






